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SPECIAL
特
集

福
祉
・
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

 

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

東
広
島
地
区
更
生
保
護
女
性
会

の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
井
会
長
　
東
広
島
地
区
の
メ
ン

バ
ー
は
現
在
363
名
で
、
県
内
で
2
番

目
に
会
員
が
多
い
地
区
で
す
。
主
な

活
動
と
し
て
、
市
内
に
あ
る
青
少
年

の
矯
正
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
行
事

と
し
て
は
研
修
、
広
報
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
会
の
起
源
は
明
治
の
こ

ろ
に
遡
さ
か
の
ぼり
ま
す
が
、
戦
争
で
家
族

を
失
っ
た
若
い
方
が
非
行
や
犯
罪
に

走
ら
な
い
よ
う
に
す
る
活
動
を
経
て
、

現
在
は
青
少
年
育
成
、
子
育
て
支
援

に
力
点
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
内
容
を
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

竹
井
会
長
　
保
育
所
や
小
学
校
を
訪

問
し
て
芋
掘
り
や
餅
つ
き
等
の
行
事

の
お
手
伝
い
、登
下
校
時
の
見
守
り
、

あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
施
設
で
は
給
食
サ
ー
ビ
ス

等
、青
少
年
の
矯
正
施
設
で
は
裁
縫

支
援
、誕
生
日
会
支
援
や
、交
歓
会
、

運
動
会
へ
の
参
加
等
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
が

か
な
わ
な
い
行
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

矯
正
施
設
の
青
少
年
を
支
援
す
る
た

め
、紙
マ
ス
ク
の
寄
贈
や
、市
の
補

助
金
を
活
用
し
た
布
マ
ス
ク
の
作
成
・

寄
贈
、施
設
の
草
取
り
等
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、非
行
に
走
っ
て
い
る

子
ど
も
が
発
達
障
害
で
あ
る
場
合
に

適
切
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
子
た
ち
が
我
々
の
こ
と
を
理
解

し
や
す
く
な
る
よ
う
、広
島
大
学
医

学
部
の
先
生
を
お
招
き
し
て
、『
発

谷議員、景山議員が聴く

地域の子どもに
寄り添って

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　東広島地区更生保護女性会の竹井会長、 
松浦志和支部長にインタビューし、会の活動
や今後の課題についてお話を伺いました。

東広島地区更生保護女性会
会長　竹井　春江さん

東広島地区更生保護女性会
志和支部長　松浦　和子さん

プロフィール
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達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ　

地
域
ご
と
の
活
動
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

松
浦
志
和
支
部
長　

志
和
地
区
で
は

つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
重
視
し
、

「
知
っ
て
る
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
い
う

身
近
な
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
登

校
中
の
子
ど
も
の
顔
を
見
て
、「
お

は
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重

ね
て
い
っ
て
、
家
族
で
も
な
い
、
学

校
の
先
生
で
も
な
い
、
地
域
の
人
が

自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
、
そ
う
い
う
つ
な
が
り
を
築
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
地
域

で
の
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
に
あ
た
っ
て
の
課
題
な
ど

が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

竹
井
会
長　

活
動
も
増
え
て
き
た
関

係
で
皆
さ
ん
の
理
解
も
深
ま
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
ま
だ
更
生
保
護
女
性

会
の
認
知
度
は
高
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
企
業
に
活
動
へ
の
協
力
を
お
願

い
す
る
際
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
活
動
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

竹
井
会
長　

今
年
組
織
を
改
編
し
ま

し
た
。
広
域
合
併
す
る
中
で
お
互
い

の
顔
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
た
め
、町

単
位
で
支
部
を
構
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
活
動
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、市
が
推
進
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
呼
応

し
て
私
た
ち
会
員
が
中
心
と
な
っ
て

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
後
は
、行
政
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
活
動
も
増
や
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
、「
出
来
る
こ
と
を
出
来

る
と
き
に
」を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
今
回
の
取
材
を
機
に
私
た

ち
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

竹
井
会
長　

国
の
再
犯
防
止
推
進
計

画
の
地
方
計
画
を
東
広
島
市
と
し
て

策
定
し
、
地
域
に
住
民
と
子
ど
も
が

触
れ
合
え
る
施
設
を
充
実
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①　取材風景
②　マスク作り
③　  更生保護施設での給食
サービス

④　折り紙交流
⑤　貴船原少女苑での草取り

❶

❷

❸

❹ ❺
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令和３年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会
（会期：令和３年２月10日～３月18日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…19件　●予算案…31件　●同意案…４件　●諮問…５件
　●その他…16件　●委員会提出議案…５件　●議長発議…１件

（●全会一致可決…73件　●賛成多数可決…８件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】
議案第36号　東広島市保育所設置及び管理条例の一部改正について
議案第50号　令和３年度東広島市一般会計予算
議案第54号　令和３年度八本松駅前土地区画整理事業特別会計予算
議案第55号　令和３年度東広島市国民健康保険特別会計予算
議案第56号　令和３年度東広島市後期高齢者医療特別会計予算
議案第57号　令和３年度東広島市介護保険特別会計予算
議案第68号　令和３年度東広島市水道事業会計予算
議案第69号　令和３年度東広島市下水道事業会計予算

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
表示された後、画面を下にスクロールしてください。

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ 政友会

日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

鈴
木　

利
宏

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

重
光　

秋
治

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

議案第36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第56号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第57号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第69号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対
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令和３年第１回定例会　議案の概要

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
「
未
来
に
挑

戦
す
る
自
然
豊
か
な
国
際
学
術
研
究
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、

環
境
に
配
慮
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
取
組
み
を
重
点
項
目
と
す
る
と
と
も
に
、

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
が
盛

り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
予
算
8
8
9
億
2
，
0
0
0
万
円

（
前
年
度
比
2.2
％
減
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
伴

う
影
響
拡
大
へ
の
対
策
、
参
議
院
議
員
再
選
挙
の
実
施
に

要
す
る
経
費
と
し
て
、
5
億
5
0
0
万
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
総
額
を
8
9
4
億
2
，
5
0
0
万
円
と
す
る
令
和

3
年
度
補
正
予
算
案
（
第
1
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
50
号
〉 

〈
議
案
第
76
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
予
算
・
補
正
予
算（
第
1
号
）を
可
決

令和３年度一般会計予算  総額889.2億円
「第五次東広島市総合計画」のまちづくり大綱の５つの柱
のうち、重点施策
①　仕事づくり
　産業イノベーションの創出 0.7億円
　中小企業等の活力強化 10.8億円
　農山漁村の魅力づくりと農林水産業の活性化 16.4億円
②　暮らしづくり
　安全で円滑な生活交通の充実 36.9億円
　快適な生活環境の形成 13.4億円
　市民協働のまちづくりによる地域力の向上 6.5億円
③　人づくり
　乳幼児期における教育・保育の充実 0.1億円
　高い教育力と伝統を活かした学校教育の実践 42.6億円
　市全体が「学びのキャンパス」となる環境づくり 16.6億円
④　活力づくり
　学術研究機能の発揮による都市活力の創出 0.6億円
　環境に配慮した社会システムの構築 0.5億円
　未来を感じるプロジェクト挑戦都市 1.7億円
⑤　安心づくり
　災害に強い地域づくりの推進 14.3億円
　誰もが生き生きと暮らせる地域共生社会の実現 14.3億円
　安心して子どもを産み育てられる環境づくり 23.0億円

一般会計予算全体から関連予算を抽出
　新型コロナウイルス感染症対策関連分 18.3億円
　平成30年７月豪雨災害からの復旧・復興関連分 33.6億円

令和３年度一般会計補正予算（第１号） 
  総額5.05億円
飲食店キャッシュレス決済30％還元キャンペーンなど 3.6億円
参議院議員再選挙の実施 0.9億円
 など

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
第
五

次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
お
け
る
地

域
別
計
画
の
具
体
化
な
ど
新
た
な
取

組
み
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
十
分
な
組
織
体
制
が
と
れ
て
い

る
の
か
。

Ａ 　

外
部
か
ら
の
知
見
を
積
極
的
に
導

入
し
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
意
思
決
定
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た

職
員
配
置
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
に

よ
っ
て
力
強
い
組
織
づ
く
り
に
向
け

た
適
正
な
人
員
配
置
を
進
め
て
い
く
。

本
会
議
で
の
討
論

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
並
行
し
て
行

う
べ
き
で
あ
る
大
規
模
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
が
措
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

反
対
す
る
。

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
掲

げ
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
へ
の
対
応
も
強
化
す
る
積
極
的

な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
施
策

推
進
体
制
強
化
の
組
織
再
編
に
よ
る

事
業
の
執
行
に
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

※SDGs　　  2015年に国連開催のサミットで決められた国際社会共通の持続可能な開発目標。５つのP（①人類（people）②地球
（planet）③繁栄（prosperity）④平和（peace）⑤パートナーシップ（partnership））に向けた行動計画として掲げたもの。

　ＤＸ　　  進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。



市議会だより　2021.5 page.06

令和３年第１回定例会　議案の概要

　

  　

議
会
の
機
能
維
持
を
図
る
と
と
も

に
、
市
の
執
行
部
と
連
携
し
、
相
互

の
情
報
共
有
を
行
い
、
も
っ
て
市
民

の
安
全
確
保
、
被
災
者
の
支
援
及
び

災
害
の
復
旧
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

・
災
害
時
の
対
応

　

災
害
発
生
直
後

　

  　

議
場
等
で
の
市
民
の
安
全
確
保
と

避
難
誘
導
を
行
う
と
と
も
に
、
各
自

連
絡
体
制
を
確
保
す
る
。

　

応
急
活
動
期

　

  　

連
絡
会
議
を
設
置
し
、
情
報
収
集

及
び
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　

  　

議
員
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、

被
災
地
の
救
援
・
復
旧
活
動
に
協
力

す
る
。

　

復
旧
活
動
期

　

  　

復
旧
に
必
要
な
議
案
を
速
や
か
に

審
議
し
、市
に
対
し
て
提
言
等
を
行
う
。

○
施
行
期
日

　

令
和
3
年
4
月
1
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

交
通
結
節
点
と
し
て
の
役
割
や
動

線
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
の
か
。

Ａ 　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作

成
を
進
め
る
中
で
、
地
域
住
民
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
考
え
て
い
き

た
い
。

○
条
例
改
正
の
経
緯

　

  

議
会
の
改
革
及
び
活
性
化
の
た
め
、

平
成
25
年
に
議
会
の
基
本
理
念
及
び

基
本
的
事
項
を
定
め
た
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
検
証
を

令
和
元
年
6
月
か
ら
令
和
2
年
11
月

に
か
け
て
行
っ
た
結
果
、
更
な
る
取

組
み
と
し
て
、
災
害
や
感
染
症
の
発

生
時
に
お
け
る
議
会
と
し
て
の
対
応

を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
条
例
改
正
の
内
容

　

次
の
内
容
を
追
加
し
ま
し
た
。

・ 

議
会
は
、
災
害
に
よ
り
市
内
に
被
害

が
発
生
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
市
民
生
活
の
安
定
及
び

維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
と
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

・
災
害
対
応
の
計
画
を
定
め
る
こ
と

○
議
会
災
害
時
行
動
計
画
の
概
要

・
計
画
の
目
的

○
工
事
委
託
契
約
の
内
容

　

  

西
高
屋
駅
南
北
自
由
通
路
及
び
関
連

都
市
施
設
の
工
事

○
契
約
金
額

　

13
億
2
，
0
2
9
万
5
千
円

○
契
約
の
相
手
方

　

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

○
工
事
の
期
間

　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和

7
年
3
月
31
日
ま
で

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
1
号
〉

東
広
島
市
議
会
基
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た

〈
議
案
第
22
号
〉

西
高
屋
駅
南
北
自
由
通
路・情
報
ラ
ウ
ン
ジ
等

の
工
事
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

委託工事概略図（平面図）
※概略図の赤で囲まれた部分が委託工事部分

西高屋駅イメージ図
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委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

条
例
制
定
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
各
種
手
続
が
可
能
に
な
る
の
か
。

Ａ 　

窓
口
へ
の
来
庁
が
必
要
の
な
い

ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
届
出
な
ど

の
手
法
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
環
境

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2
　
施
行
期
日

　

令
和
3
年
3
月
2
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

こ
れ
ら
の
条
例
以
外
の
業
務
も
押

印
を
廃
止
す
る
の
か
。

Ａ 　

条
例
以
外
の
規
則
等
で
定
め
た
業

務
も
原
則
廃
止
す
る
。

Ｑ 　

押
印
を
廃
止
し
な
い
手
続
き
は
あ

る
の
か
。

Ａ 　

登
記
印
や
登
録
印
を
押
印
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
書
の
真
正
性

を
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
廃
止
し
な
い
方
向
で
あ
る
。

議
案
の
内
容

1
　
条
例
制
定
の
概
要

　

  　

申
請
、
届
出
等
に
係
る
市
民
の
利

便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
の
条
例
等
の
規
定
に
基
づ

く
手
続
等
に
つ
い
て
、
情
報
通
信
技

術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
た

め
に
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

2
　
条
例
の
内
容

　

  　

法
令
の
定
め
に
よ
ら
ず
、
条
例
に

よ
っ
て
手
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
手

続
に
つ
い
て
、
電
子
的
に
届
け
出
や

書
類
の
提
出
、
通
知
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
条
例
を
整
備
し
ま

し
た
。

3
　
施
行
期
日

　

令
和
3
年
4
月
1
日

議
案
の
内
容

1
　
条
例
改
正
の
内
容

　

  　

こ
れ
ま
で
、
押
印
又
は
署
名
を
求

め
て
い
た
手
続
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

不
要
と
す
る
た
め
条
例
を
整
備
し
ま

し
た
。

・ 「
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
、
新
た
に
職
員

と
な
っ
た
者
が
作
成
す
べ
き
宣
誓
書

へ
の
押
印
を
不
要
と
し
ま
す
。

・ 「
東
広
島
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の

服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
」
を
一

部
改
正
し
、
新
た
に
公
平
委
員
会
委

員
と
な
っ
た
者
が
作
成
す
べ
き
宣
誓

書
へ
の
押
印
を
不
要
と
し
ま
す
。

・ 「
東
広
島
市
公
共
下
水
道
条
例
」
を

一
部
改
正
し
、
排
水
設
備
を
設
置
す

る
義
務
を
負
う
者
に
関
す
る
①
義
務

者
の
異
動
の
届
出
の
新
旧
の
義
務
者

と
②
代
理
人
の
選
定
の
届
出
の
義
務

者
・
代
理
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
署
を

不
要
と
し
ま
す
。

〈
議
案
第
24
号
〉

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

〈
議
案
第
23
号
〉

押
印
・
署
名
を
求
め
て
い
た
手
続
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
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め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
財
源
の

問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
小

学
校
6
年
生
ま
で
を
支
給
対
象
と
し
、

状
況
の
評
価
を
し
た
上
で
、
改
め
て

検
討
す
る
。

Ｑ 　

施
行
期
日
が
8
月
1
日
の
理
由
は

何
か
。

Ａ 　

4
月
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
改
修
や
受

給
資
格
申
請
の
勧
奨
通
知
、
受
給
者

証
の
発
送
を
含
め
た
準
備
に
、
最
短

で
4
か
月
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ 　

保
護
者
の
子
育
て
意
識
が
医
療
に

関
し
、
行
政
依
存
と
な
る
恐
れ
は
な

い
か
。

Ａ 　

保
護
者
の
子
育
て
力
の
向
上
に
つ

い
て
、
様
々
な
施
策
を
通
じ
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例
改
正
を

行
う
経
緯
を
伺
う
。

Ａ 　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
は
、
市
が

県
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業

で
あ
り
、
県
か
ら
市
町
に
対
し
、
令

和
3
年
1
月
か
ら
実
施
す
る
よ
う
依

頼
が
あ
っ
た
が
、
各
市
町
の
対
応
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
同
年
4
月
か

ら
の
実
施
に
方
針
が
変
更
さ
れ
た
。

本
会
議
で
の
討
論

賛
成　

障
害
を
個
人
的
な
問
題
と
捉

え
る
も
の
か
ら
、
社
会
全
体
で
協
働

し
て
、
責
任
を
持
っ
て
障
害
の
対
応

に
当
た
る
と
い
う
障
害
者
基
本
法
の

趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
賛

成
す
る
。

議
案
の
内
容

1
　
条
例
改
正
の
内
容

　

乳
幼
児
等
の
通
院
等
に
係
る
医
療
費

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
乳
幼
児
等

医
療
費
の
支
給
対
象
の
範
囲
を
現
行
の

『
小
学
校
第
3
学
年
の
修
了
ま
で
』
か

ら
、『
小
学
校
第
6
学
年
の
修
了
ま
で
』

に
拡
大
し
ま
す
。

2
　
施
行
期
日

　

令
和
3
年
8
月
1
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

今
後
、
支
給
対
象
の
範
囲
を
高
校

3
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
予
定
は
な

い
の
か
。

Ａ 　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
東
広
島

版
※
ネ
ウ
ボ
ラ
の
構
築
や
、
待
機
児
童

の
解
消
な
ど
の
施
策
を
優
先
的
に
進

議
案
の
内
容

1
　
条
例
改
正
の
内
容

　

・ 

医
療
費
支
給
対
象
者
に
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
交
付

を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
精
神
通

院
医
療
に
係
る
自
立
支
援
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

を
追
加
し
ま
す
。

　

・ 

医
療
費
が
支
給
さ
れ
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
入
院
に
係
る
費
用
を
支

給
の
対
象
外
と
し
、
医
療
に
関
す

る
給
付
の
額
が
当
該
医
療
に
要
す

る
費
用
の
額
に
満
た
な
い
と
き
に

支
給
し
ま
す
。

2
　
施
行
期
日

　

令
和
3
年
4
月
1
日

〈
議
案
第
35
号
〉

東
広
島
市
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
し
た

〈
議
案
第
31
号
〉

東
広
島
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

※ネウボラ　　  フィンランドで制度化されている妊娠・出産・子育てに関する支援施設のこと。妊娠、出産から就学前ま
での育児を切れ目なく継続的に支援するのが特長。ネウボラとは、フィンランド語で「アドバイスする場
所」という意味。
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代 表 質 問

※ＤＸ　　５ページをご参照ください。
　ガバメントクラウド　　  政府の情報システムについて、共通的な基盤・機能を提供する複数のクラウドサービスの利用環境

のこと。
　イノベーション　　  科学的な発見や発明等による新たな知識を基にした知的・文化的価値の創造と、それらの知識を発展さ

せて経済的、社会的・公共的価値の創造に結び付ける革新。

Ｄ
Ｘ
後
進
国
日
本　

コ
ロ

ナ
禍
で
Ｄ
Ｘ
推
進
が
急
務

質　

問

　
※

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
変

革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
後
進

国
日
本
、
文
書
主
義
が
原
則
の
市
町
村

に
お
い
て
、
本
当
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
過
渡
期
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
企
業
で
さ
え
70
％
が
目
標
を
達
成
し

て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
Ｄ
Ｘ
成
功
に

は
全
体
感
の
あ
る
変
革
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
運
用
中
の
シ
ス
テ
ム
の
課
題
は
何

か
。
シ
ス
テ
ム
更
新
計
画
の
中
で
、
い

つ
ま
で
に
何
を
実
現
す
る
の
か
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

シ
ス
テ
ム
の
機
能
強
化
の
際
、
業
務

ご
と
の
個
別
導
入
に
よ
り
、
統
一
的
な

情
報
管
理
・
デ
ー
タ
管
理
が
で
き
な
い

等
の
課
題
が
あ
る
。
令
和
7
年
度
ま
で

に
国
が
整
備
す
る
※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、

住
民
登
録
・
地
方
税
・
福
祉
な
ど
17
の

業
務
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
目
指
し
て
、
最

適
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

有
能
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
確

保
が
Ｄ
Ｘ
戦
略
成
功
の
鍵

質　

問

　

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
肝
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
で
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
そ
の
数
が

不
足
し
て
い
る
。
議
会
に
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
予
算
が
あ
が
っ
て
も
、
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
い
な
い
の
で
、
シ
ス
テ

ム
や
金
額
上
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
の
は

至
難
の
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
人
材
確

保
競
争
は
熾し
れ
つ烈
を
極
め
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
問
う
。
ま
た
、
将
来

的
な
人
材
確
保
の
た
め
、
奨
学
金
制
度

も
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
の
整
備
の
た
め
、
Ｄ

Ｘ
推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
Ｄ
Ｘ
推
進

チ
ー
ム
の
一
員
に
外
部
人
材
を
登
用
す

る
予
定
で
あ
る
。
将
来
的
な
デ
ジ
タ
ル

人
材
確
保
の
た
め
に
は
勤
務
形
態
や
テ

レ
ワ
ー
ク
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
図
る
。

端
末
を
持
ち
、
学
校
に
高
速
大
容
量
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
先
生
が
指
導
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
教
科
担
任
制

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
方
針
か
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
来
年
度
新
た

に
情
報
推
進
室
を
発
足
さ
せ
、
情
報
化

の
支
援
を
し
て
い
く
。
教
科
担
任
制
は

学
校
規
模
や
教
職
員
数
に
よ
っ
て
様
々

な
工
夫
や
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

効
果
的
な
教
科
担
任
制
を
推
進
す
る
。

暮
ら
し
の
お
助
け
隊
デ
ジ

タ
ル
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を

質　

問

　

高
齢
者
の
ス
マ
ホ
普
及
率
も
急
上
昇

し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ホ
難
民
」

も
多
い
。
ス
マ
ホ
で
困
っ
た
と
き
、
頼

り
に
で
き
る
「
デ
ジ
タ
ル
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。
本
市
に

は
地
域
に
根
付
い
た
共
助
の
仕
組
み
と

若
者
と
い
う
財
産
が
あ
る
。
若
者
を
サ

ポ
ー
タ
ー
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
地

区
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
問
う
。

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■令和３年度施策の柱、デジ
タル化の推進について

■第五次東広島市総合計画に
おける地域別計画の推進に
ついて

■高齢者のフレイル予防の推
進について

代表質問の
動画はコチラ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
で

問
わ
れ
る
教
師
の
指
導
力

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て

長
期
間
の
休
校
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
で
き
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
は
、
児
童
生
徒
ひ
と
り
1
台
の

会派所属議員
北林　光昭
重森佳代子
池田　隆興

貞岩　敬
乗越　耕司

※令和３年４月現在

市議会もオンライン会議など
DXを推進します。
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※フレイル　　加齢によって運動機能や認知機能といった心身の活力が低下した状態のこと。
　Society5.0　　  サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより経済活動と

社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会を指す。

代 表 質 問

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

令
和
3
年
度
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

「
学
生
協
働
支
援
隊
」
を
結
成
し
、
学

生
の
視
点
を
活
か
し
た
事
業
を
企
画
し

て
い
く
。
提
案
の
「
デ
ジ
タ
ル
生
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」
も
含
め
、
住
民
自
治
協
議

会
等
と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
デ
ジ

タ
ル
活
用
支
援
の
取
組
み
を
検
討
す
る
。

地
域
振
興
部
新
設
で
市
民

に
寄
り
添
う
行
政
の
実
現

質　

問

　

本
年
度
よ
り
第
五
次
東
広
島
市
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
計
画
で
初
め

て
9
つ
の
地
域
別
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
、

地
域
ご
と
に
目
指
す
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
令
和
3
年
4
月
よ
り
新
た
に

地
域
振
興
部
が
組
織
さ
れ
る
。
地
域
別

計
画
の
各
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
具

体
化
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

地
域
で
行
わ
れ
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
洗
い
出
し
、
今
後
5
か
年
か
け

て
取
り
組
む
プ
ラ
ン
の
素
案
を
来
年
度

作
成
す
る
。
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

夢
ト
ー
ク
で
、
市
長
も
交
え
て
議
論
し
、

提
案
さ
れ
た
点
も
含
め
て
い
き
た
い
。

※
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
を

質　

問

　

フ
レ
イ
ル
と
は
健
常
な
状
態
か
ら
要

介
護
へ
移
行
す
る
中
間
の
段
階
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
効

果
的
な
の
で
、
コ
ー
ス
指
定
や
整
備
等

に
よ
っ
て
推
進
で
き
な
い
か
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

庁
内
各
部
局
の
連
携
を
強
化
し
、
身

近
な
地
域
で
楽
し
く
気
軽
に
歩
け
る
よ

う
、
新
た
な
コ
ー
ス
指
定
や
歩
道
の
整

備
も
検
討
し
、
周
知
し
て
い
く
。

加
か と う

藤　祥
しょういち

一
（創生会）

質問した項目
■Town&Gown構想の推進に
ついて

■災害に対する備え（防災減
災）について

■DX（デジタルトランス
フォーメーション）の推進
について

 など

代表質問の
動画はコチラ

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ

構
想
の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
大
学
、
東
広
島
市
、
住
友
商
事

㈱
と
の
間
で
「
包
括
的
な
連
携
推
進
に

関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
取

組
み
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
る
が
本
市
と
し
て
の
考
え
を
問

う
。答　

弁
／
高
垣
市
長

　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
は
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
取
組
み
で
あ
り
、
住
友
商

事
㈱
以
外
に
も
、
多
く
の
企
業
も
興
味

を
持
っ
て
い
る
。
取
組
み
の
推
進
と
と

も
に
、
本
市
が
進
め
る
「
※
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
」や「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

の
実
現
に
向
け
、
広
島
大
学
の
知
見
や

様
々
な
企
業
か
ら
の
連
携
や
協
力
を
得

な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
集
ま
る
「
次
世
代

学
園
都
市
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
た
い
。

浸
水
対
策
と
土
地
利
用

計
画
に
つ
い
て

質　

問

　

既
成
市
街
地
と
新
市
街
地
の
浸
水
対

策
に
つ
い
て
、
地
区
計
画
区
域
や
1
万

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
開
発
区
域
の
防

災
調
整
池
の
設
置
基
準
面
積
の
変
更
、

及
び
開
発
圧
力
の
分
散
の
た
め
市
街
化

区
域
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

会派所属議員
加藤　祥一
岩崎　和仁
鈴木　利宏

片山　貴志
坪井　浩一

※令和３年４月現在

Town & Gown Officeのロゴ
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※ＤＸ　　５ページをご参照ください。

　

多
岐
に
わ
た
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
中
で
、

取
り
組
ま
れ
る
分
野
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
取
組
み

に
は
優
先
順
位
が
あ
る
か
を
併
せ
て
問

う
。答　

弁
／
木
原
政
策
企
画
部
長

　

今
年
度
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
推
進
本
部
を
設
置
し
、
人
に
や
さ
し

い
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
と
い
う
基
本
方
針
を
定

め
、
市
民
・
暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
、
大
学
・

産
業
Ｄ
Ｘ
、
行
政
Ｄ
Ｘ
、
イ
ン
フ
ラ
・

基
盤
Ｄ
Ｘ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
5

分
野
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

優
先
順
位
と
し
て
は
、
市
民
に
直
接

影
響
が
あ
り
、
多
く
の
人
の
利
便
性
が

向
上
す
る
も
の
、
業
務
の
効
率
化
・
簡

素
化
が
図
れ
る
も
の
を
優
先
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

質　

問

　

医
師
及
び
看
護
師
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

が
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
一
定
面

積
以
上
の
開
発
に
対
す
る
調
整
池
設
置

の
上
乗
せ
基
準
に
つ
い
て
は
、
他
県
に

お
い
て
総
合
治
水
対
策
と
し
て
条
例
化

さ
れ
た
事
例
が
あ
り
、
防
災
減
災
対
策

と
し
て
有
用
な
対
策
の
1
つ
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
設
置
義
務
の
な
い
小
規
模
な

開
発
に
お
い
て
も
、
雨
水
浸
透
設
備
や

雨
水
貯
留
設
備
の
設
置
促
進
を
図
る
こ

と
が
有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
併
せ
た
治
水
対
策
の
早
期
実
現
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
街
化
区
域
の
拡
大
に
お
い
て
は
、

現
在
線
引
き
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

お
り
、
新
た
に
市
街
化
区
域
を
拡
大
す

る
よ
う
広
島
県
と
協
議
を
行
い
、
令
和

4
年
度
中
に
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た

い
。技

術
職
員
の
計
画
的
な

採
用
と
育
成
に
つ
い
て

質　

問

　

都
市
基
盤
の
整
備
や
災
害
復
旧
復
興

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
に
お
い
て
、

認
知
症
や
要
介
護
者
、
移
動
困
難
者
な

ど
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

現
段
階
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
は
、
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
接
種
、

そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
の
公
共
施
設
等

を
会
場
と
し
た
集
団
接
種
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

集
団
接
種
に
お
い
て
は
、
市
内
の
医

療
法
人
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び

運
営
委
託
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
医
師
や
看
護
師
の
ほ
か
、
受
付

や
接
種
記
録
を
担
う
事
務
員
等
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

認
知
症
や
要
介
護
者
等
の
移
動
困
難

者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に

お
い
て
、
予
防
接
種
を
担
う
医
療
機
関

を
確
保
で
き
て
い
る
か
等
の
調
査
を
進

め
、
調
査
結
果
と
協
力
可
能
な
医
療
機

関
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
往
診
等

の
機
会
を
利
用
し
た
自
宅
等
で
の
接
種

も
想
定
し
、
適
切
な
接
種
機
会
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ど
を
進
め
る
た
め
に
技
術
職
員
は
計

画
的
に
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
採
用
を
進
め
る
考
え

な
の
か
。
ま
た
、
技
術
職
員
の
育
成
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
で

あ
る
の
か
問
う
。

答　

弁
／
天
神
山
総
務
部
長

　

職
員
採
用
は
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で

適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は
民
間

企
業
等
の
実
務
経
験
者
や
高
校
生
を
対

象
と
す
る
な
ど
応
募
要
件
を
広
げ
て
い

る
。
ま
た
、
退
職
後
の
職
員
に
よ
る
出

身
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
オ
ン
ラ
イ
ン
説

明
会
の
実
施
な
ど
本
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　

育
成
に
お
い
て
は
、
技
術
職
員
に
現

場
対
応
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
若
手
・
中
堅
と
職
位
に
応
じ
て
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
課
程
研
修
を
充

実
さ
せ
、
組
織
と
し
て
の
育
成
力
を
、

一
層
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

※
Ｄ
Ｘ
推
進
の

　

方
法
に
つ
い
て

質　

問
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代 表 質 問

※SDGs　　５ページをご参照ください。

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■やさしい未来都市、次なる
ステージへの加速～令和３
年度予算について～
■世界共通の価値観「SDGs」
の理念の実現について
■DXの推進について
■新型コロナウイルス感染症
への対応について
■財政運営について

代表質問の
動画はコチラ

共
に
理
解
・
実
践
！
世
界

共
通
の
価
値
観
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

質　

問

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、

①
新
設
さ
れ
る
部
署
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担
当
」
の
役
割
と
、
②
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
普
及
と
自
発
的
な
活
動
の

促
進
な
ど
裾
野
を
拡
げ
る
施
策
と
し
て

推
進
母
体
と
な
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
東
広
島
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
の

応
募
状
況
、③
住
民
自
治
協
議
会
、小
・

中
学
校
な
ど
、
地
域
に
根
付
け
る
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

①「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
」

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
運
用
な
ど
理

念
の
普
及
や
庁
内
外
で
の
連
携
の
強
化

を
図
る
。
②
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
は
2
月

末
時
点
で
67
団
体
か
ら
の
申
し
込
み
が

コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
新
た
な

食
味
良
質
米
の
開
発
を
行
い
、
県
内
初

と
な
る
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
予
定

で
あ
る
。
農
業
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
生
産

者
の
取
組
み
段
階
に
応
じ
た
施
策
を
展

開
し
、
推
進
モ
デ
ル
地
区
も
導
入
す
る

予
定
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
！
学
生
と

住
民
自
治
協
の
連
携
促
進

質　

問

　

学
生
が
地
域
活
動
に
参
画
す
る
モ
デ

ル
事
業
の
学
生
協
働
支
援
隊
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
組
織
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
受
け
皿
と
な
る
住
民

自
治
協
議
会
は
ど
こ
の
地
域
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学
生
が
関
わ
る

期
間
を
伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

学
生
協
働
支
援
隊
は
、
地
域
活
動
に

学
生
の
視
点
を
活
か
し
、
新
た
な
風
を

起
こ
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
事
業
で
、

地
域
活
動
に
熱
心
な
学
生
に
幅
広
い
声

掛
け
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
を
募

る
。
活
動
期
間
は
最
大
で
2
年
、
関
わ

る
地
域
と
し
て
旧
市
内
1
カ
所
、
周
辺

あ
る
。
③
住
民
自
治
協
議
会
に
は
出
前

講
座
な
ど
で
働
き
か
け
を
行
い
、
小
・

中
学
校
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
学
習

を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
さ
ら

な
る
取
組
み
を
推
進
さ
せ
る
。

新
た
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と

農
業
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

質　

問

　

東
広
島
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の
本
格
的
な

生
産
体
制
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の

見
通
し
や
、
コ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向

け
た
施
策
な
ど
を
具
体
的
に
伺
う
。
ま

た
、
農
業
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
体
制
に

お
け
る
生
産
者
の
位
置
づ
け
や
推
進
モ

デ
ル
地
区
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の
市
場
化
に
向
け
、

3
万
羽
の
生
産
体
制
を
5
年
以
内
に
整

え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
で
1
カ
所
、
短
期
に
関
わ
る
地
域
3

カ
所
を
想
定
し
て
い
る
。

中
心
地
域
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
跡
地
の
有
効
活
用

質　

問

　

中
心
市
街
地
活
用
に
よ
る
に
ぎ
わ
い

と
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
に
つ
い

て
、
西
条
中
央
公
園
を
対
象
と
し
た

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
設
置
や
ブ
ー
ル

バ
ー
ル
の
歩
道
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
、

地
元
商
店
街
等
と
の
調
整
の
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

跡
地
活
用
は
、
今
回
の
プ
ラ
ン
策
定
で

最
終
決
定
と
な
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

西
条
中
央
公
園
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

等
の
設
置
や
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
歩
道
の
活

用
な
ど
は
、
試
行
的
に
実
施
す
る
予
定

で
、
地
元
商
店
街
や
多
様
な
関
係
者
と

協
議
し
連
携
を
図
る
。
跡
地
活
用
に
つ

い
て
は
、
人
の
生
活
を
中
心
と
し
た
視

点
か
ら
、
自
由
度
の
高
い
市
民
の
憩
い

の
場
と
も
な
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
活
用
等
を
含
め
プ
ラ
ン
策
定
を

行
う
。

会派所属議員
奥谷　求
大道　博夫

岡田　育三
玉川　雅彦

※令和３年４月現在
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代 表 質 問

※ＤＸ　　５ページをご参照ください。

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■組織改編による第五次東広
島市総合計画の推進につい
て

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
石原　賢治
中川　修

景山　浩

※令和３年４月現在

多
文
化
共
生
と
国
際
化
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

こ
れ
ま
で
政
策
企
画
部
で
国
際
化
に

関
す
る
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和

3
年
度
か
ら
生
活
環
境
部
に
新
た
に
設

置
さ
れ
る
市
民
生
活
課
に
移
管
さ
れ
る
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
で
は
、「
国

際
化
推
進
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
組
織
改
編
の
理
由
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
回
の
組
織
改
編
に
よ
る
生
活
環
境

部
へ
の
移
管
は
、「
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、
日
本
人
、

外
国
人
の
区
別
な
く
、
共
に
地
域
の
構

成
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
ほ
か
に
、
国
際
化
の
推
進
に

不
可
欠
な
「
大
学
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
部

局
間
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
国
際
化
に

関
連
す
る
各
種
事
業
を
円
滑
に
展
開
し

て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
等
と

組
織
体
制
に
つ
い
て

質　

問

　

合
併
に
よ
り
新
市
が
誕
生
し
て
16
年

が
経
過
す
る
が
、
各
種
計
画
は
策
定
さ

れ
る
も
の
の
、
な
か
な
か
事
業
が
進
ん

で
い
な
い
と
感
じ
る
。
市
民
満
足
度
調

査
で
は
、
公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
に

つ
い
て
は
重
要
度
が
高
く
満
足
度
が
低

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
住
民
の
期
待

に
応
え
き
れ
て
い
な
い
証
で
あ
る
。
公

共
交
通
に
つ
い
て
は
最
重
要
施
策
と
位

置
づ
け
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
、
効
果
的
な
交
通
施
策
を
展
開

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
市
民
と

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、
共
に
交
通

課
題
に
取
り
組
む
体
制
の
構
築
と
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
交
通
手
段
を
守

る
・
育
て
る
と
い
っ
た
意
識
の
更
な
る

醸
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、

こ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
手
段
の
み
な
ら

ず
、
例
え
ば
医
療
機
関
や
商
店
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
移
動

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
既
に
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
も
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
に

お
け
る
移
動
手
段
を
総
動
員
し
た
公

助
・
共
助
が
一
体
と
な
っ
た
交
通
施
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

※
Ｄ
Ｘ
推
進
の

人
材
育
成
に
つ
い
て

質　

問

　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
に
、
職
員
の
育
成

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
市
の

方
針
を
伺
う
。

答　

弁
／
木
原
政
策
企
画
部
長

　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
人
材
は
、
市
の

職
員
だ
け
で
な
く
専
門
的
な
知
見
を
有

す
る
外
部
人
材
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

活
用
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
職
員

に
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
、
業
務
改
善
、
関

係
機
関
と
の
調
整
等
、
専
門
的
な
技
能

や
知
見
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
情
報
職
採
用
の
職
員
や
民

間
企
業
等
に
お
い
て
情
報
関
連
の
実
務

経
験
が
あ
る
職
員
の
活
用
だ
け
で
は
な

く
、
職
員
と
外
部
人
材
が
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
務
か
ら
得
る
知
見
や
広
島
県
の
組
織

す
る
団
体
等
へ
の
参
画
及
び
こ
れ
ら
の

団
体
等
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
体
験

な
ど
を
通
じ
て
、
必
要
な
知
識
と
経
験

を
習
得
で
き
る
取
組
み
等
も
検
討
し
て

い
る
。

河内町入野で運行中の
入野デマンドバス
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代 表 質 問

※イノベーションハブ　　  新技術・新製品の開発のため、広く知識・技術の結集を図ることを目的とした、異業種を交えた交
流拠点のこと。

　サーキュラーエコノミー（循環経済）　　  製品と資源の価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化した経済
のこと。

山
やました

下　守
まもる

（政友会）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画に
ついて

代表質問の
動画はコチラ

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
に
つ
い
て

質　

問

　

第
五
次
総
合
計
画
を
策
定
し
て
1
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
①
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
と
生
産
性
の
伸
び
悩

み
、
②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
多
様

な
人
材
育
成
、
③
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
取
組
み

を
伺
う
。
ま
た
、
今
後
本
市
の
企
業
競

争
力
強
化
や
産
業
構
造
の
多
様
化
を
踏

ま
え
た
企
業
誘
致
と
投
資
が
必
要
と
考

え
る
が
、
取
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転

換
な
ど
、
事
業
継
続
の
支
援
に
軸
足
を

置
い
た
取
組
み
を
行
っ
た
。
②
幅
広
い

層
の
市
民
を
対
象
と
し
た
各
種
セ
ミ

ナ
ー
等
を
計
31
回
開
催
し
、
延
べ
574
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
③
ミ
ラ
イ
ノ
＋

の
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
2
千
人
を
超

え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
し
て
お
り
、

※
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
は
、
現
在
10
社
が

操
業
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
指
標
で
あ

る
市
内
総
生
産
1
兆
円
を
目
指
し
、
民

間
開
発
を
促
進
す
る
助
成
制
度
を
拡
充

す
る
な
ど
、
投
資
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
取
り
組
む
。

東
広
島
市
環
境
先
進
都
市

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
現
在
、
環
境
先
進
都
市
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
第
二
期
行
動
計
画
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
期
行
動
計
画
に
お
け
る
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
「
Ｓ
‐
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
引
き
続
き
推
し

進
め
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
色
々
な

側
面
か
ら
見
直
し
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

次
の
3
点
を
大
き
な
課
題
と
と
ら
え

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

1
点
目
は
脱
炭
素
化
の
推
進
で
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
家
庭
部
門
の

み
な
ら
ず
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
等

を
含
め
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
。

　

2
点
目
は
、
地
域
の
適
応
力
強
化
で
、

自
律
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
災
害
に
強
い
生
活
基
準
の
構
築
を
進

め
る
。

　

3
点
目
は
、
資
源
循
環
の
推
進
で
、

最
終
処
分
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
資
源
や
製
品
の
循
環

を
通
し
て
経
済
成
長
も
同
時
に
目
指
す

※
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
構
築

を
推
進
す
る
。

介
護
医
療
院
に
つ
い
て

質　

問

　

病
院
・
診
療
所
な
ど
の
介
護
医
療
院

へ
の
転
換
を
進
め
、
効
率
的
か
つ
質
の

高
い
療
養
と
医
学
的
な
管
理
が
行
え
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
新
た
な
病
原
体
に

対
し
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
は
非
常
に

弱
い
立
場
に
あ
る
。
待
機
用
の
ホ
テ

ル
で
は
な
く
、
医
療
と
介
護
が
連
携
し

た
施
設
で
の
療
養
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

介
護
医
療
院
の
整
備
を
議
論
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

介
護
医
療
院
を
含
む
介
護
保
険
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
方
針
に

基
づ
き
介
護
療
養
病
床
か
ら
の
転
換
に

よ
る
も
の
の
み
と
し
て
い
る
。
利
用
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
必
要
な

整
備
量
を
検
討
す
る
。
な
お
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
受
入
れ
に

つ
い
て
は
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
県

知
事
が
臨
時
の
医
療
施
設
を
確
保
し
医

療
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
国

県
の
方
針
等
に
基
づ
き
適
切
な
対
応
に

努
め
る
。

会派所属議員
山下　守
牧尾　良二

重光　秋治

※令和３年４月現在
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代 表 質 問

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■補正予算及び新年度予算に
ついて

■税制改正による本市の支援
策と取組み状況について

■住まいと暮らしの安心を確
保する居住支援の強化につ
いて

■東広島市SDGs未来都市計
画の進捗状況と展望につい
て

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
竹川　秀明
加根　佳基

坂元百合子

※令和３年４月現在

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
策
に
つ
い
て

質　

問

① 

賀
茂
環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
状
況
と
本
市
が
把
握
し
て
い
る

実
態
を
伺
う
。

② 

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

① 

広
島
県
と
連
携
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
防

止
の
観
点
か
ら
、
医
療
機
関
や
飲
食

店
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
検
査
を
実

施
し
て
お
り
、
感
染
者
数
の
減
少
に

伴
い
、
検
査
数
も
減
少
し
て
い
る
。

② 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
各
医
療
機
関
に

よ
る
個
別
接
種
で
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
補
完
と
し
て
公
共
施
設

等
を
会
場
と
し
た
集
団
接
種
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
流
動
的
だ
が
、
今
後
と

も
、
国
・
県
の
動
向
、
情
報
を
注
視

し
な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。

家
計
や
事
業
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
の
取
組
み
は

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
て

い
る
市
民
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

国
税
の
制
度
に
関
し
て
は
、
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
情
報
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
市
税
に
つ
い
て
も

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
踏
ま
え
、
丁
寧
な

課
税
説
明
や
納
税
相
談
に
よ
り
、
市
民

に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
る
。

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心

を
確
保
す
る
居
住
支
援

質　

問

　

住
ま
い
は
生
活
の
重
要
な
基
盤
で
あ

り
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の
基
盤
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
住
居
確
保
給

付
金
の
申
請
件
数
と
支
給
決
定
件
数
、

ま
た
前
年
と
比
較
し
ど
の
程
度
増
え
て

い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
本
市
独
自
の

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
、
令
和

3
年
1
月
末
時
点
で
85
件
の
申
請
が
あ

り
、
79
件
の
支
給
決
定
を
行
っ
た
。
前

年
と
比
べ
、
約
40
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

本
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
対
象
者

の
状
況
に
応
じ
た
雇
用
支
援
や
家
計
改

善
支
援
、
職
員
に
よ
る
不
動
産
情
報
収

集
、
不
動
産
取
扱
店
へ
の
同
行
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

東
広
島
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
の
進
捗
・
展
開
は

質　

問

　

昨
年
7
月
に
本
市
が
県
内
で
初
め
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
出
さ
れ
た
。

本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

① 

特
に
注
力
す
る
先
導
的
な
取
組
み
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
東
広
島
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
展
開
は
ど
う
す

る
の
か
。

③ 

計
画
進
捗
の
効
果
確
認
と
事
業
を
後

退
さ
せ
な
い
歯
止
め
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

① 

大
学
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
で
、
多
様
な
文
化
が
共
生

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る

持
続
可
能
な
「
国
際
研
究
拠
点
ひ
が

し
ひ
ろ
し
ま
」
の
形
成
を
目
指
す
。

② 

現
在
、
約
20
団
体
が
参
画
に
向
け
検

討
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
幅
広
い
賛

同
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
る
。

③ 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
成
果
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
課
題
や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
見
直
し
も
行
う
。
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代 表 質 問

※メンタルヘルスケア　　  精神的健康、心の健康、精神保健、精神衛生など、精神面における健康に気配りと援助をすること、
及びそのような活動が円滑に実践されるような仕組みを作り、実践すること。

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■公共施設マネジメントにつ
いて

■水道の広域連携について
■市民協働のまちづくりにつ
いて

■職員の人材マネジメントに
ついて

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
田坂　武文
牛尾　容子

鈴木　英士

※令和３年４月現在

公
共
施
設
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

質　

問

　

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
よ
り
、
公

共
施
設
の
統
合
や
廃
止
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
不
要
と
な
っ
た
既
存

施
設
の
活
用
や
跡
地
の
売
却
に
よ
る
増

収
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て

は
い
か
が
か
。
ま
た
、
地
域
セ
ン
タ
ー

等
の
予
約
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
行
う
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地

元
や
利
用
者
の
意
向
確
認
を
優
先
し
な

が
ら
、
早
期
に
活
用
方
針
を
固
め
る
よ

う
努
め
る
。
市
有
地
の
活
用
や
売
却
に

係
る
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
な
も
の

と
考
え
て
お
り
、
導
入
を
検
討
す
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
予
約
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
予
約
が
困
難
な
方
に
配

慮
し
つ
つ
導
入
を
検
討
す
る
。

水
道
の
広
域
連
携
と
水
道

料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
県
が
進
め
る
水
道
の
広
域
連
携

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
方
針
を
伺
う
。

ま
た
、
市
民
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
出
て
お
り
、
早
急
に

水
道
料
金
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
水
道
料
金
の
見
直
し
は
、
い
つ
頃

を
め
ど
に
行
う
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

三
戸
水
道
局
長

　

給
水
人
口
の
減
少
に
よ
る
収
益
の
減
、

施
設
の
更
新
費
用
の
増
加
な
ど
、
経
営

環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

に
対
処
す
る
た
め
、
企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
水

道
料
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
財
政
予

測
や
水
需
要
予
測
か
ら
適
正
な
料
金
を

検
討
し
、
料
金
改
定
が
適
当
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
令
和
4
年
度
改
定
を
目

指
し
、
作
業
を
進
め
る
。

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

育
成
・
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

市
民
の
方
が
何
か
活
動
を
始
め
よ
う

と
思
っ
た
時
や
、
既
に
活
動
を
し
て
い

る
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
、

本
市
で
は
あ
ま
り
整
っ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

育
成
・
支
援
を
行
う
機
能
の
充
実
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
第
3
期
行

動
計
画
の
策
定
時
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
活
動
の
継
続
に
は
「
活

動
の
幅
広
い
周
知
」「
後
継
者
の
育
成
」

を
は
じ
め
、「
活
動
資
金
の
確
保
」
が

必
要
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
市
民
活

動
団
体
の
育
成
・
支
援
を
行
う
機
能
の

充
実
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
市
職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
職
員
の
人
材
育
成
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
※
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
天
神
山
総
務
部
長

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
職
場
の
風

通
し
を
良
く
し
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
、
人
事

評
価
の
面
談
等
の
機
会
を
活
か
し
て
組

織
の
目
標
と
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ

と
、
ま
た
職
員
の
状
況
を
把
握
し
、
適

切
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
達
成
感
や

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
職
場
を

挙
げ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問

※パートナーシップ条例　　  同性カップルを「結婚に相当する関係」と認め、お互いを「パートナー」とする証明書を発行することなどを定めた条例で2015
年３月に東京都渋谷区で制定された。

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■感染症対策に科学の目を持
つことについて
■ジェンダー平等社会への対
応について
■命を守る自治体へ転換を求
めることについて

一般質問の
動画はコチラ

感
染
症
対
策
に
科
学
の
目

を
持
ち
、
万
全
な
対
策
を

質　

問

　

①
病
院
、
介
護
施
設
等
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
実
施
や
無
症
状
者
を
保
護
・
隔

離
・
追
跡
で
き
る
市
独
自
の
保
健
所
が

必
要
で
は
な
い
か
。
②
地
域
の
医
療
施

設
や
宿
泊
療
養
施
設
の
人
員
体
制
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
③
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
本
市
の

対
応
と
接
種
体
制
の
見
通
し
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
保
健
所
業
務
が
ひ
っ
迫
し
た
場
合

は
協
定
に
基
づ
き
市
が
保
健
師
を
派
遣

し
保
健
所
を
支
援
す
る
。
②
県
が
受
け

入
れ
施
設
の
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、

要
請
に
応
じ
て
協
力
す
る
。
③
国
が
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
の
評
価
を

公
表
し
、
副
反
応
等
の
情
報
提
供
を
行

う
。
現
在
、
個
別
・
集
団
接
種
体
制
の

構
築
を
急
い
で
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会

へ
積
極
的
な
対
応
を
！

質　

問

　

①
※
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
制
定

へ
の
対
応
を
伺
う
。
②
選
択
的
夫
婦
別

姓
の
導
入
に
つ
い
て
市
民
へ
の
調
査
を

提
案
す
る
。
③
各
種
審
議
会
の
構
成
に

必
要
な
多
様
性
が
確
保
で
き
て
い
る
か

伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

①
市
民
へ
の
意
識
啓
発
を
推
進
し
つ

つ
、
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
②

国
が
進
め
る
制
度
構
築
の
動
向
を
注
視

す
る
。
③
市
の
審
議
会
の
女
性
委
員
の

割
合
は
約
33
％
で
あ
る
。
様
々
な
場
面

を
通
じ
て
住
民
へ
の
啓
発
を
進
め
る
。

市議会だよりの紙面を見直しました！
◎ 議会の活動をタイムリーにお知らせするとともに、一般質問・代表質問の内容をよりわかり
やすくお伝えするため、今号から、簡潔にポイントをしぼって記事を掲載しています。
　  併せて、記事の内容をより詳しくご覧いただけるよう、ホームページの一般質問・代表質問
の動画や議案等の資料にアクセスするQRコードを該当ページに掲載しています。

〔QRコードの読み取り方〕
① スマートフォン（携帯電話）にQRコードを読み取るアプリ（QRコードリーダー）が入って
いるかご確認ください。入っていなければ、携帯端末に応じたアプリ（QRコードリーダー）
を入れてください。
② アプリ（QRコードリーダー）を起動して、カメラ画面にQRコードを写し、 
画面に出てくる指示に従って操作すると、ホームページが出てきます。
※通信費は回線ごとの負担となります。
※ 「QRコード」は、㈱デンソーウェーブの 
登録商標です。

し、

←QRコード
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議会基本条例の検証を行いました
　令和元年６月から令和２年11月にかけて、議
会基本条例の検証を行いました。
　検証の結果、災害時の議会対応を基本条例に
定めることのほか、議案等や委員会記録のホー
ムページでの公開、議決を必要とする市の計画
の見直し、議会の政策研究機能強化のための政
策研究会の見直しを行いました。

「新型コロナウイルスと議会運営」を
テーマに議員研修を開催しました
　令和３年１月26日（火）、Web会議システム
により、早稲田大学マニフェスト研究所　事務
局長の中村　健氏からオンラインでの講演をい
ただきました。
　コロナ禍での議会運営上の課題、議会権能を
維持していく上での留意点、ICT化の位置づけ、
他市の事例について、わかりやすく説明いただ
きました。

オンライン研修の様子

「SDGsとまちづくり」に関する
議員研修を開催しました

本会議のインターネットライブ配
信を開始しました

　令和３年３月23日（火）、Web会議システムによ
り、「SDGsとまちづくり～議員のための都市計画
～」をテーマに、筑波大学大学院　システム情報系
社会工学域　近未来計画学研究室　教授の谷口　
守氏からオンラインでの講演をいただきました。
　本市のSDGs未来都市計画にも盛り込まれた
スーパーシティやコンパクトシティの取組みに
ついても、世界の先進事例などを参考に、わか
りやすく説明いただきました。

　これまで、議場での本会議の様子の生放送は
KAMONケーブルテレビの中継のみでしたが、
令和３年第１回定例会から、インターネット
（YouTube）での生配信も開始しました。
　上記QRコードからアクセスできます。その
ほか、市議会ホームページからアクセスが可能
です。
　17ページにQRコードの利用方法を掲載して
います。

研修資料YouTubeの本会議動画一覧のQRコード
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SDGsをかじった私
 高

たか
西
にし
　純

すみ
（黒瀬町）

わっ！正福寺山公園だ
 佐

さ
藤
とう
　伸
しん
次
じ
郎
ろう
（安芸津町）

　従弟がSDGsの研修を受講した。英語を略

した文字が横行しているこの頃、問うと身近

な出来事である、と話す。興味がわき黒瀬支

所をたずねた。日本語では「持続可能な開発

目標」とのこと。国連の国際目標で17項目あ

り、日本ではSDGs未来都市として93都市が

指定され本市は県内市町で唯一選ばれた。性

別を問わず生活の中で知らず知らず協力して

いる。買い物にはマイバッグ、健康と福祉、

海川をきれいに、古着回収など…

　日本では当たり前のことでも発展途上国で

は考えられない話だという。

　奥が深い。津江地区の小さなサロンからで

も小さな力で17項目に協力できれば、と思う。

高齢者は多いが知識を頂くため、ヤッパリこ

の研修をお願いしてみよう‼

　公園の生い立ちは昭和10年に三呉線（現

在の呉線のうち、三原～呉の区間。）が開通し

「この地に遊園地を」との安芸津町民の願いで、

正福寺山に桜の試植を始める。戦後に県から

のアドバイスを得ながら記念樹を募り、徐々

の植樹が今は千本を超える程になる。

　最初から町と町民が公園造りに熱心に取り

組み、我が町の公園という想いで成り立って

いる。その表れが公園管理のために各戸・事

業所・商店からの寄付と、市からの補助金で

運営費が構成されていることである。その上、

商工会青年部、ライオンズクラブ、自治会等

の諸団体がボランティア作業に励んでいる。

　季節には130台の駐車場が満車となります

が、穏やかな瀬戸内の海と出船入船の波紋は

命の洗濯です。

令和3年第2回定例会の日程

東広島市議会

6月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

13 14 15 16 17 18 19

本会議（一般質問）

20 21 22 23 24 25 26

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

予備日

27 28 29 30

耳マーク

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　東広島市議会では、新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等の傍聴につ
いては、当面の間、自粛をお願いしています。
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指消毒剤で消毒、マスク
の着用、咳エチケットなどを徹底いただきますとともに、他の傍聴者との間隔を空けて座っていただきますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子は、KAMONケーブルテレビで生中継し、インターネット（YouTube）でも生配信して
います。また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネットで生配信しています。市議会ホー
ムページからアクセスできますので、ご利用ください。
　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

夜の大芝大橋（安芸津町）

安芸津町の牡蠣の収穫
　安芸津の海で育った『安芸津産かき』は、小ぶりですが豊潤で身が引き
締まっており、調理しても身が縮まないと言われています。かきのシーズ
ンは10月から５月末頃までです。また、広島県のみで生産され、年中食
べられる「かき小町」を販売しているところもあります。
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